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学術情報

九州大学宮崎演習林におけるシカの食害に伴うスズタケ消失の動態 
―2003 年および 2014 年と 2024 年の比較―

藤山　美薫 *¹，久保田勝義 ¹，壁村　勇二 ¹，南木　大祐 ¹，井上　幸子 ¹， 
中村　琢磨 ¹，山内耕司朗 ¹，片山　歩美 ²

　ニホンジカの過採食が報告されている九州大学宮崎演習林において，スズタケ（Sasa borealis （Hack.） Makino et 
Shibata） の動態を記録するために，2021年および 2024年に宮崎演習林でスズタケの健全度調査を行い，2014年からの
変化を明らかにした。また，2021年から 2024年におけるスズタケの動態を 250 mメッシュ毎に詳しく記録した。2024
年には，演習林において 2014年までに消失したスズタケが回復した場所は確認されていない。2014年に津野岳団地にお
いて残存していたスズタケは，2024年にはわずか一部を残し全て消失していた。三方岳団地と津野岳団地において実施
したスポットライトセンサスの結果，各団地におけるニホンジカの生息密度は，三方岳団地では 2006年から 2024年に
かけて減少傾向にあり，津野岳団地では 2006年から 2016年にかけて急激に増加し，スズタケの消失時期と一致してい
た。津野岳団地におけるスズタケの衰退・消失にはニホンジカの生息密度が影響しており，僅かに残存するスズタケも今
後消失する可能性が高いことが示唆された。
キーワード：ササ，鹿，下層植生，長期動態
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１．はじめに
近年，ニホンジカ（Cervus nippon）（以下，シカ）の個
体数増加に伴う採食の影響により，日本各地で森林環境の
顕著な変化が観測されている（

et al 松井ら ）。九州大学農学部附属演習
林宮崎演習林（以下，宮崎演習林）では，かつて，ほぼ全
域の林床に下層植生としてスズタケ（Sasa borealis （ ） 

）が繁茂していた。しかし， 年代後
半に密度低下が確認され始め， 年には宮崎演習林全
体の面積の 7割以上の場所で衰退・消失が確認された（猿
木ら ）。スズタケが消失したエリアでは激しい土壌
侵食が起こっており（阿部ら ），土壌生態系機能の劣
化やブナ成長の低下といった森林劣化が報告されている
（ et al et al ）。これらは，シカの増
加がササの消失を介して森林機能の劣化につながった顕著
な事例であり，ササ消失の過程を時系列に記録することで，
シカ食害の森林への影響を理解し，その対策を考える上で

貴重な資料を得られる。
宮崎演習林では， 年， 年に全域のスズタケ健
全度分布調査が行われた（猿木ら 長ら ）。本研
究では，過去の調査方法を参考に， 年にスズタケが残
存していた場所を 年に調査し，さらに 年にスズ
タケが残存していた場所を 年に改めて調査して，
年の調査結果と比較した。また， 年にスズタケが残存
していた場所において， 年調査時の林床におけるスズ
タケの詳細な状況を記録する。さらに， 年～ 年
に実施されたスポットライトセンサス調査の結果に基づい
て，シカ生息密度の変化のスズタケの動態への影響を考察
した。

２．調査地
調査は，九州脊梁山地の中央部に位置する宮崎演習林

（ ° ’ ° ’ 標高 ～ ）で行った。宮崎
演習林は，津野岳団地（ ），萱原山団地（ ），三
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方岳団地（ ）の つの団地から構成されており，そ
のうち天然林が （ ），人工林が （ ）で
ある。天然林はブナ，ミズナラ，ヒメシャラなどの落葉広
葉樹と，モミ，ツガ，アカマツなどの常緑針葉樹からなる
針広混交林である。人工林 の内訳は，スギが
（ ），ヒノキが （ ），アカマツが （ ），そ
の他樹種が （ ）である。宮崎演習林広野地区気象
観測サイトにおける気象観測では，年平均気温 ℃，年
降水量は である（中村ら ）。

３．調査方法
スズタケ生育状況調査は猿木ら（ ）および長ら

（ ）に準じて以下のように行った。宮崎演習林のスズ
タケの分布と生育状況を表すために，健全度分布図を作成
した。健全度分布図は， 四方の正方形メッシュを宮
崎演習林の地図上に作成し，各メッシュ内の同演習林敷地
内でのスズタケの健全度を判定した。健全度はスズタケの
生育状況から図 1および表 1に示した 段階に区分した。
調査は，長ら（ ）の健全度分布図において健全度が
もしくは B判定であったメッシュとその周辺を対象とし，

年 ， 月および 年 月に現地での目視観察に
よって行った。
ライトセンサス調査は，三方岳団地の林道 （照査

面積 ，標高 981～ ）と，津野岳団地の林
道 （照査面積 ～ ，標高 888～ ）
の 区間で行った。なお，調査方法は長ら（ ）や村田
ら（ ），緒方ら（ ）に準じて，スポットライトセ
ンサス法（矢部ら ）により下記の手順で行った。日没
後，荷台付き車両を時速約 で走行させながら， 名の
調査員が荷台から手持ちのスポットライト（

）を車両の左右に照射して肉眼およ
び双眼鏡でニホンジカを探索した。同時に，車両のヘッド
ライトをハイビームにして，前方に出現する個体も探索し
た。調査は， 年から 年の間は，春（ ， 月）お
よび秋（11月）にそれぞれ 日間行い， 年から
年の間は春に 日間行った。なお， 年はライトセンサ
ス調査の省力化検討のため， 年から 年の間は台
風による土砂災害の影響のために，合戦原団地では調査を
行わなかった。なお， 年から 年のデータは緒方

図1 スズタケ健全度評価区分（2024年6月撮影）
a) 健全度Aの林床状況　　b) 健全度Bの林床状況　　c) 健全度Cの林床状況（スズタケの枯死稈が残存）
d) 健全度Cの林床状況（スズタケが完全に消失した下層植生がほとんど見られない状態）

健全度 食害の状況 スズタケの概況 標準的な林床景観
A シカによる食痕がわずか，

または無い
大型個体の稈1本あたりの残存葉が21枚以上
健全なスズタケによる林床の被覆率80%超

図1a

B シカによる食痕が目立つが
健全個体も存在

大型個体の稈1本あたりの残存葉が10～20枚以上
健全なスズタケによる林床の被覆率20～80%超

図1b

C 健全個体無し 大型個体の稈1本あたりの残存葉が10枚未満
健全なスズタケによる林床の被覆率20%未満

図1c,d

表1 スズタケの健全度評価



九州大学宮崎演習林におけるシカの食害に伴うスズタケ消失の動態―2003年および 2014年と 2024年の比較―

ら（ ）により既に公開されている。

４．結果と考察
年の調査時は，スズタケは津野岳団地のほぼ全域で

健全な状態で確認されており，三方岳団地の一部でも残存
していたが， 年の調査時には，津野岳団地では 分の
の範囲，三方岳団地ではほぼ全域でスズタケが衰退・消
失した（図 ，図 ）。 年の調査時に津野岳団地で残存
が確認されたスズタケは， 年の調査時には大幅に減少
し，さらに 年の調査時には 年に確認されたスズ
タケもそのほとんどが消失していた。また，長ら（ ）
の 年の調査時にスズタケの消失を確認した三方岳団
地，萱原山団地では，スズタケが回復した場所はなかった
（図 ）。調査地の全てのメッシュでスズタケの開花は
みられなかったことから，宮崎演習林におけるスズタケの
衰退・消失は，永田ら（ ）や新山ら（ ）のような
スズタケの一斉開花後の枯死に起因するものではなく，シ
カの食害による衰退・消失であると考えられる。
スズタケが生存している津野岳団地において， 年の

調査時にスズタケの生残が確認されたメッシュとその周辺
について， 年調査時のメッシュ毎の詳細な状況を記す
（表 ，図 ）。メッシュ ， ， ， ，
の状況から，シカによるスズタケの食害（図 ）は，斜面

図2 宮崎演習林のスズタケの健全度分布
a) 2003年調査時の健全度分布　b) 2014年調査時の健全度分布　c) 2021年調査時の健全度分布　d) 2024年調査時の健全度分布

図3 宮崎演習林各団地のスズタケ健全度判定別割合
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上部から下部にかけて進行しており，スズタケの生残個体
は，林道法面の直上や路肩，沢沿い，急傾斜地など，シカ
が侵入困難な場所に限られた。メッシュ ， で
は，高木が存在せず上層が開けている箇所で，下層植生に
シカが採食しないアセビの低木が生育している場所もみら
れた。メッシュ の尾根部の境界沿いでも同様にア
セビが繁茂しており，スズタケが衰退・消失した後，林床
が明るい環境ではアセビが繁茂する可能性が考えられる。

年の健全度判定が Cのメッシュ ， ，
では，枯死稈（図 ）のみられる場所と枯死稈を含めた下

層植生が全くみられない場所があった。林道付近や試験地
付近，造林地，緩斜面などでは枯死稈がみられない傾向が
あり，その要因の一つとして，人の出入りや，シカ，イノ
シシ等の大型野生動物の移動に伴い，枯死稈の折損が起こ
ることが考えられる。メッシュ ， のように，
枯死稈が残存しておらず下層植生もみられない場所の特徴
として，上層が広葉樹の大径木やスギ・ヒノキの人工林に
覆われており，下層植生の育たない暗い環境となっている
ことが挙げられる。メッシュ ， は，生残して
いるスズタケは比較的多いが，そのほとんどの個体の葉に

図4 津野岳団地におけるメッシュNo.を示した地図
a) 合戦原地区04-藤山美薫　　b) 矢立地区

図5 a) シカによるスズタケ葉の食痕　　b) スズタケの枯死稈
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食痕がみられ，現在，食害が進行している代表的な場所と
なっている。これらの場所では，今後数年程でスズタケが
消失してしまうことが危惧される。また，猿木ら（ ）
および長ら（ ）の結果と比較すると，健全度判定が
または Bだったメッシュは， 年から 年までの 11

年間で のメッシュが Cに変化， 年から 年ま
での 7年間で が Cに変化した。さらに， 年から

年の 年間で 年時の が Cに変化した。
春季のスポットライトセンサス調査の結果（図 ）によ
ると，津野岳団地のシカの生息密度指標は， 年（

図6 三方岳団地と津野岳団地におけるシカの生息密度の年変動
a) 春季調査結果　　b) 秋季調査結果

表2 2024年度調査時のメッシュ毎の詳細な状況

2021年 2024年
1715 B C 人工林及び天然林林床において，下層植生や枯死稈はほとんど残存しておらず，裸地と

なっている。
1138 B C 枯死稈の残存密度はかなり高い。林道から左右20m程度の厚さで生残個体がみられる

が，その多くでシカによる食痕がみられる。林道から離れるにつれ，食害が激しくなっ
ている。斜面上部から下部にかけて食害が進行している。

1748 B B 食害がみられる箇所もあるが，林道沿いや急傾斜地では健全な残存個体がみられる。林
道から離れるにつれ，食害が激しくなっている。斜面上部から下部にかけて被害が進行
している。

1509 B C メッシュの半分以上が下層植生にスズタケがみられない人工林となっている。尾根部の
天然林は，下層植生や枯死稈はほとんど残存しておらず，裸地となっている。スズタケ
の生残個体はみられない。

1318 A B スギ及びケヤキの人工林がメッシュの大半を占め，その下層植生はススキとなってい
る。天然林や境界沿い，尾根部の急傾斜地の下層植生はスズタケが占めるが，そのほと
んどの残存葉で食痕がみられる。境界沿いから離れ斜面が緩やかになるにつれ，食害が
激しくなっている。

1854 A A メッシュの大半は演習林外であり，境界沿いの急傾斜地に健全個体が多くみられる。
1315 C C メッシュ全体で人の背丈ほどの枯死稈が残存している。メッシュの南西から北東にかけ

て，崩壊地が大小1箇所ずつの計2箇所存在する。スズタケの生残個体はみられない。

1571 B C 枯死稈がみられる箇所と裸地となっている箇所が混在している。スズタケの生残個体は
みられない。

1858 C C 枯死稈の残存密度が高く，境界沿いに多くみられる。スズタケの生残個体はみられな
い。

1261 B C 人の腰ほどの高さの枯死稈が多く残存している。スズタケの生残個体はみられない。
1968 B B メッシュ南西の斜面上部は枯死稈がほとんどみられないが，斜面を下るにつれスギ造林

地においても枯死稈と生残個体が増加する。沢沿いや境界沿いの急傾斜地には，大型の
健全個体が残存している。

メッシュNo. 健全度判定 2024年調査時の状況
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頭 ）から 年（ 頭 ）にかけて増加したが，
年（ 頭 ）と 年（ 頭 ）には減少

傾向にあった。三方岳団地では， 年（ 頭 ）か
ら 年（ 頭 ）にかけて減少傾向にあった。秋
季のスポットライトセンサスの生息密度指数は春季よりも
低いが傾向は類似しており，津野岳団地では， 年（
頭 ）から 年（ 頭 ）にかけて増加傾向に
あり，三方岳団地では， 年（ 頭 ）から
年（ 頭 ）にかけて徐々に減少していた（図 ）。
三方岳団地において，スズタケは 年代初期までは多
く生育していたが， 年にはほぼ全域で消失した（図
）。さらに，津野岳団地において，スズタケが急激に衰

退・消失した時期（ 年～ 年）とシカの生息密度
が増加した時期（ 年～ 年）が重なっている（図
，図 ）。これらのことから，シカによる食害が進行し

スズタケが消失したことによってシカの食物が減少したた
め，三方岳団地からスズタケの残る津野岳団地にシカが移
動した可能性があり，津野岳団地でもシカの食害によるス
ズタケの減少が進行し始めたことが考えられる。両団地と
もに個体数密度が減少傾向にあるとはいえ，依然として樹
木実生も含め下層植生の回復はみられない。一度シカが増
加して下層植生が消失した後では，わずかな実生などから
供給される餌資源は少ない。この様な環境下では，シカの
増加期に下層植生が豊富に存在していた当時の個体数密度
に低下させても，下層植生が当時の状況に回復しないこと
が考えられている（明石 ）。三方岳団地では 年頃
にはスズタケが衰退・消失し，その状況が 年以上も継
続していることから，現在の三方岳団地はまさにそのよう
な状態にあると考えられる。
日ごろの観察により，健全度判定が Cとなったメッシュ
ではスズタケの回復は見られていないことから，一度衰
退・消失したスズタケの回復は難しいと考えられえる。ま
た，三方岳団地ではごくわずかに残存しているスズタケを
残して，崖，急斜面などでもスズタケはほぼ見られないこ
とから，津野岳団地において，現在，健全度判定が や B
のメッシュでも，今後のスズタケの衰退・消失は避けられ
ないと考えられる。
本調査の結果から，九州大学宮崎演習林の下層植生にお
けるスズタケの回復は絶望的であり，現在残存しているス
ズタケは，今後数年程度で衰退・消失する可能性が極めて
高いことが示唆された。森林における下層植生と林床環境
の変化を観測するうえで，スズタケの衰退・消失の過程を
記録することは非常に重要である。よって，宮崎演習林に
おけるスズタケの動態を今後も引き続き継続して調査する
ことは必要である。
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